
森から人へ 人から森へ

お申し込み → office@moridukuri.jp  （※チラシ裏面の申し込み用紙も利用可）

　　　主催 ： 森づくり政策市民研究会 、 NPO 法人森づくりフォーラム 　      問い合わせ ： TEL ： 03-3868-9535 

　　　東京都文京区本郷 2-25-14 第一ライトビル 405 号室　　　　　　　 平成 27 年度林野庁補助事業として開催　　

森づくり活動の今とこれから   ～林野庁補助事業 
      森林づくり活動実態調査より～

日 時 平成２８年　　月　　日（日）１３：３０～１７：００ (13:00 開場）３ ６
会 場 東京大学農学部 弥生講堂アネックスセイホクギャラリー

森づくりフォーラムは、全国約 3,000 団体を対象に「平成 27 年森林づくり活動実態調査」を実施しました。
回答の集計により全国の森づくり活動の状況・課題が明らかになりつつあります。この調査結果をふまえて、
森づくりを積極的に行う団体と「森づくり活動のこれから」を語り合いたいと思います。

出演団体

　奥多摩・山しごとの会（東京）

　NPO法人 ちば森づくりの会 （千葉）

　認定NPO法人・埼玉県指定NPO法人
　ときがわ山里文化研究所（埼玉）

　NPO法人 トチギ環境未来基地（栃木）

　NPO法人 穂の国森林探偵事務所（愛知）

　NPO法人 よこはま里山研究所（NORA）（神奈川）

　理想の森プロジェクト（京都）

　

  

参 加 参加費：無料

タイムスケジュール・内容

13:30 ～　　　　 開会
13:50 ～ 14:20　 実態調査の結果・分析発表
14:20 ～ 15:30　 森づくり活動団体　紹介
15:30 ～ 15:40　 休憩
15:40 ～ 16:30　 パネルディスカッション
16:30 ～　　　　 質疑応答・閉会
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東京大学農学部
弥生キャンパス

南北線
東大前駅

千代田線
根津駅

至本郷三丁目



（ＦＡＸ：０３－３８６８－９５３６　森づくりフォーラム宛）【3/6( 日 ) シンポジウム】   森から人へ、人から森へ 
＜参加申込書＞

ふりがな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール

所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇親会　　　　　参加　　・　　不参加

会　員 (該当するものに○）　　　　　　個人会員　　　　　　団体会員　　　　　　　非会員

コメント (あれば )

※上記のことが記されていれば、Ｅメール（office@moridukuri.jp　宛）でも参加申込みできます。

【出演団体 】
奥多摩・山しごとの会（東京）
　　　　　　  

                               　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

ときがわ山里文化研究所（埼玉）

　　　　　　　　　　　　

穂の国森林探偵事務所（愛知）

　　　　　　　　　　　

                                                    

　　　　　　　　　　　   

森から人へ、人から森へ 
　森に一歩近づくことで、私たちが活かしていくことのできる多くの発見がある。そんな発想から、人と自然との隔たりを埋めていくための

さまざまな試みが始まっています。こうした流れをさらに広げ、より確かなものにしていくために、そして＜森とともに暮らす社会＞ に迫って

いくために「森林社会学研究会 連続講座」を開催しています。平成 27 年森林づくり活動の実態調査が行われました。その集計結果をふまえ、今後

の森づくりをどのように進めていくのか。実際に森づくり活動を行っている団体を交えて議論したいと思います。

松下　芳樹（森づくりフォーラム理事）

【 コーディネーター】

1992 年に「どんぐり銀行」活動の創設に係り、香川県の
水源地の早明浦ダム上流の高知県大川村で水源の森づく
りに参加。第 5 回「森林と市民を結ぶ全国の集い」実行
委員長。 

ちば森づくりの会（千葉）

NPO 法人トチギ環境未来基地（栃木）
　　　　　　　　　　　　米国の Conservation Corps プログラムを若者の
　　　　　　　　　　　　 チームによる長期間（3 ヶ月間）滞在型の森づく
　　　　　　　　　　　　 り活動を行っている。この若者達が中心になり、
　　　　　　　　　　　　 年間 250 日以上現場で活動。学生、企業、地域
　　　　　　　　　　　　 など様々な人たちと力を合わせ里山、竹林整備に
　　　　　　　　　　　　 取り組んでいる。

NPO 法人よこはま里山研究所（NORA）（神奈川）
　　　　　　　　　 「里山とかかわる暮らし」を実践することにより、里山
　　　　　　　　　  保全と豊かな暮らしを目指す NPO。おもに横浜市内の
　　　　　　　　　  フィールドにおける山仕事・野良仕事のほか、「はまど
　　　　　　　　　  ま」という拠点では野菜市、食事会、竹細工講座など
　　　　　　　　　  を開催し、コミュニティづくりに取り組んでいる。

   理想の森プロジェクト（京都）

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　埼玉県の一山村ときがわ町を活動拠点に、

              し　　　　　     都市市民と山村の多彩な交流を通じ、間伐

　　　　　　　　　　 材でログハウス作り、伝統の土窯で炭焼き、

　　　　　　　　　　 源流の森づくりやわさび作り等山里の自然

　　　　　　　　　　 や文化を守り継承する活動を行っている。

人と里山との関わりが薄れた今日、地域住民や都市
住民の参加による多様な森林活動によるみどりと環
境の再生が求められている。ちば森づくりの会は、
都市近郊に位置する千葉市の森林を蘇らせるとして
立上った、実働型の森林ボランティア団体。

  京都市・北区の雲ヶ畑をフィールドに、
2003 年から広葉樹の森づくりを行っている。
参加者も社会人から学生、親子連れなど様
々。それぞれのペースで、できる作業を見
つけながら雲ヶ畑の山や人と関わっている。

  愛知県新城市の北畑を拠点に、小規模な
山林所有者への支援や、情報機器を活用し
た山の情報化、体験事業などを通じた人材
育成、森をきっかけとした上下流、都市・
山間地域づくりなどに取り組んでいる。

  森林の維持・管理を、地元依存ではなく都市生

活者も、その一端を担うべきであると考え活動。
山仕事の技術を磨きながら、活動を通じて地域と
の交流・理解を深め、人と森林のより良い共存関
係の実現を目指している。


